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NSF を含む連邦8省庁と USAID、2015年の PEER 助成受給者45組を発表（8月31日） 
 
 
 米国科学財団（National Science Foundation：NSF）と米国国際開発庁（US Agency for 
International Development：USAID）は、米国人科学者と発展途上国の研究者とを共同研究

者として組み合わせる「研究への関与向上のためのパートナーシップ（Partnerships for 
Enhanced Engagement in Research：PEER）」助成の 2015 年の受給者 45 組を発表した。

PEER は、NSF、米航空宇宙局（National Aeronautics and Space Administration：NASA）、

国立食品・農業研究所（National Institute of Food and Agriculture）、国立衛生研究所（National 
Institutes of Health：NIH）、スミソニアン研究所（Smithsonian Institution）、農務省農業

研究サービス（Department of Agriculture’s Agricultural Research Service）、米国森林局

（United States Forest Service：USFS）、及び米国地質調査所（United States Geological 
Survey：USGS）の 8 省庁と USAID との間での共同プログラムで、米国科学アカデミー

（National Academy of Sciences）が運営している。500 件超の提案書の中から選出された助

成受給者のうち、NSF からの助成は米国人科学者と 8 カ国の科学者のペアから成る PEER16
組に対して支給され、海洋の酸性化、マラリアの伝染や、気候への適応などを含む研究が行わ

れる。 
 

なお、今回の PEER 助成受給者リストは、

<http://sites.nationalacademies.org/PGA/PEER/PGA_167652>から閲覧可能。 

 

National Science Foundation, NSF and USAID announce latest round of awards to address 
global development challenges   

http://www.nsf.gov/news/news_summ.jsp?cntn_id=136076&WT.mc_id=USNSF_51&WT.mc
_ev=click 

  


